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雲南市立病院経営強化プランの概要 
 

 

第１章 経営強化プラン策定にあたって ······································· P.1～2 

令和４年３月、総務省から「持続可能な地域医療提供体制を確保するための公立病院経営強化ガイ

ドライン」が発出され、病院事業の経営強化に総合的に取組むことを求めました。当院が地域の基幹

病院として、地域住民に対し安心安全な医療を持続的に提供できるよう、果たすべき役割を明確化し

た上で、経営の健全化にも取組む指針として『雲南市立病院 経営強化プラン』を策定しました。 

 

第２章 計画対象期間 ·························································· P.3 

 令和５年度から令和９年度までの５年間とします。 

 

第３章 当院の基本情報 ····················································· P.3～4 

  当院の基本理念や病床数、職員数等を掲載しています。 

 

第４章 当院の経営状況 ····················································· P.5～6 

  当院の直近５か年の収支状況と主要稼働指標を掲載しています。 

 

第５章 前プランの達成状況等について ·········································· P.7 

  平成２７年３月に総務省から公表された新公立病院改革ガイドラインに基づき、果たすべき役割と

経営効率化を主軸とした「雲南市立病院新公立病院改革プラン」（平成２８年度～令和２年度）を策

定しました。策定後は、毎年、病院側の自己評価を踏まえ、外部評価委員会で進捗状況の点検・評価

を行い、客観性を確保しながら各取組みを着実に実行してきました。 

 

第６章 当院を取り巻く外部環境 ············································ P.8～11 

  今後、当院の果たすべき役割を考える上で、雲南二次医療圏域及び雲南市の人口推計や高齢化率、

医療提供体制などの客観的なデータや現状を掲載しています。 

 

第７章 経営強化プランにおける基本方針 ···································· P.11～12 

  策定にあたっての基本的な考え方や５つの基本方針を掲載しています。 

 

第８章 基本方針達成のための取組み項目一覧（果たすべき役割） ·············· P.13～15 

  地域における中核的な役割を継続し、近隣の医療機関との連携、地域医療への貢献をしていくため

に、当院が持続可能な経営をしていくための具体的な５つの基本方針を定め、その方針における実施

計画及び取組みの方向性をまとめました。 

 

基本方針１「雲南医療圏域での中核病院（基幹病院）としての役割を果たす」 

実施計画 

１． 機能分化と連携強化を図り、雲南圏域の基幹病院として急性期医療の中心的な役割を担い、雲
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南圏域から期待され求められる医療を提供する 

２． 松江・出雲などの隣接する圏域の医療機関との更なる連携体制の充実を図る 

３． 「治す医療」から「治し、支える医療」を実現するため、医療・介護・福祉の多職種連携を深

化させ、多様な医療ニーズに対応する 

４． 当院のかかりつけ医機能の充実を図り、健康寿命延伸に向けて健康づくりや介護予防を推進

する 

 

基本方針２「医師・看護師等の医療職の育成・確保を推進するため継続的な人材育成」 

実施計画 

１． 雲南圏域内の医療従事者の育成と確保に努め、安定した地域医療の提供に努める 

２． 質が高く安心安全な医療を提供するため、多種多様な職種が専門性を発揮し、チーム医療を推

進する 

３． 多様なライフステージに対応し、安心できる勤務環境整備を行い働きたい環境を構築する 

４． 地域全体で総合診療医の育成に取り組む 

 

基本方針３「５事業（救急医療、災害医療、へき地医療、小児医療、周産期医療）及び在宅医療と

新興感染症対策」 

実施計画 

１． 圏域内で５事業の中心的役割を担い、機能分担や連携体制の強化に取組むなど、安心安全な医

療提供体制を構築する 

２． 病診連携及び介護連携体制を実現し、在宅医療の推進を図る 

３． 附属掛合診療所を中心に掛合・吉田地区の医療提供体制を継続する 

４． 地域ケアの実践による地域貢献に取組み、住民・患者満足度の向上に努める 

５． 新興感染症などの感染症対策は公立病院の重要な役割であることから、感染指定医療機関と

して圏域内の中核的役割を担う 

 

基本方針４「地域医療連携推進法人を核とした役割・機能の最適化と連携強化及び、地域包括ケア

システムの推進」 

実施計画 

１． 地域医療連携推進法人への他団体等からの参加を働きかけ、連携の拡充を図る 

２． 雲南圏域に必要とされる医療機能の提供および機能集約と機能分担を明確にしたバックアッ

プ体制の構築を図る 

３． 医師・看護師などの医療職を派遣できる体制を構築する 

４． 行政や関連施設との連携と協働による、地域包括ケアシステムの構築を推進する 

 

基本方針５ 「健全経営に徹し良質な医療提供が持続可能となる経営基盤の確立」 

実施計画 

１． ＩＴ化の取組等を推進し、利便性の高まる診療体制の構築を図る 

２． 高齢化と人口減少を踏まえ、病床利用率のみに依存しない、安定した患者の確保と診療単価か

らなる新たな収益構造（ＤＰＣ制度）の構築を進める 

３． 施設・設備の適正管理のため、各種計画を策定する 
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４． タスク・シフト、タスク・シェアやＩＣＴの活用等により、医師の働き方改革に取組む 

 

第９章 経営強化プランにおける（基本方針達成のための）具体的取組み ········· P.16～23 

１． 地域医療構想を踏まえた当院の役割 

２． 機能分化・連携強化 

３． 担うべき医療機能（５疾病５事業と在宅医療） 

４． 地域包括ケアシステムの構築に向けて病院が果たすべき役割 

５． 新興感染症の感染拡大等に備えた平時からの取組み 

６． 住民理解のための取組み 

 

第１０章 医師・看護師等の確保と働き方改革 ································ P.24～30 

１． 医療従事者の安定確保（若手医師の確保、教育・研修制度の充実とスキルアップ） 

２． 医師の働き方改革への取組み 

３． 医師・看護師等の派遣 

４． タスクシフティングなど 

 

第１１章 経営形態の見直し ··················································· P.30 

  当院は、平成２３年度から地方公営企業法全部を適用しています。これまで、経営改善が図られ、

健全な経営状況であり、現行の地方公営企業法の全部適用の経営形態を維持します。 

 

第１２章 施設・設備の最適化等 ··········································· P.31～32 

１． 施設・設備の適正管理と整備費の抑制 

２． 医療ＤＸの推進 

 

第１３章 経営の効率化 ··················································· P.33～40 

  本プランの計画期間において、新本館棟建設工事に係る企業債の償還が本格的に始まることや、医

療スタッフ確保による人件費の増額、昨今の材料費や経費の高騰、新本館棟建設に係る減価償却費の

計上などにより経常収支の黒字化は厳しい状況ですが、これまで同様キャッシュフローを重視した経

営を継続し、企業債償還金の負担増などに耐え得る経営基盤の確立を行ってまいります。内部留保資

金の取崩しを最小限にするため、これまで以上に収益増加、費用削減の取組みを行います。 

  

 〇以下の項目の経営指標に係る数値目標を掲げ、経営強化に努めます 

１． 収支改善に係る数値目標（経営指標、収入確保、費用削減に係るもの） 

２． 経営の安定性に係るもの（医師数、職員数、企業債償還金と一般会計出資金） 

３． 一般会計負担の考え方（現行の基準、一般会計繰出金の推移） 

４． 収支計画（５ヶ年） 

 

第１４章 経営強化プランの点検・評価・公表 ···································· P.41 

  プラン策定後の点検・評価に関しては、その客観性・透明性を確保するため、医療介護、福祉関係

者や住民代表者で組織した「雲南市立病院経営強化プラン評価委員会」を設置し、病院側の自己評価

を踏まえ、点検・評価を行うものとします。また、進捗・達成状況等は、病院ホームページ等におい

て公表していきます。 
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○その他（ガイドラインの概要） 

 

 


